
気軽に防災体験学習しませんか
～５月26日は県民防災の日～

～ワンストップ移動相談所～

県防災学習館は、地震や煙、
初期消火などの体験型学習施
設です。子どもから大人まで楽
しみながら学習することができま
す。「もしも」の災害に備えるた
め、ぜひご利用ください。

開館日時

入　館　料
住　　所

年中無休　9：00～16：00
（年末年始、保守点検による臨時休館日
 を除く）

相　　談
受付時間

連　絡　先

９：00～17：00
（土日祝日、年末年始を除く）
　　0120－868－860
　　jrsien@skr-akita.or.jp

無料

※団体利用の際は事前にご予約ください。

※相談を希望される場合は、できるだけ開設日の３日前までに
お申し込みください。

由利本荘市岩城内道川字築館１番地１

開設日時 火曜日10：30～15：00
（8月14日、年末年始を除く）

鹿角地域振興局
場　所

開設月 6月

〈開設スケジュール（6月～9月）〉
7月 8月 9月

26日 18日
10日 4日

19日 7日
12日 17日 21日
5日 31日 25日

3日 11日
24日 28日

北秋田地域振興局
山本地域振興局
由利地域振興局
仙北地域振興局
平鹿地域振興局
雄勝地域振興局

ワンストップ相談窓口オープン！
あきた女性活躍・両立支援センター

「働きやすい職場づくりを進めたいけど、何からやれば…」
「行動計画の策定ってどう進めたらいいの…」
女性の活躍推進や従業員の仕事と育児・家庭の両
立支援に関してお困りの企業の方を対象に、無料で
相談をお受けします。女性活躍・両立支援推進員
が職場を訪問するほか、専門アドバイザー（社会保
険労務士）を派遣します。お気軽にご連絡ください。

相談窓口 最寄りの県や市の福祉事務所

詳しくは 生活困窮者自立支援  秋田県
県地域・家庭福祉課 ☎018-860-1314

困り事の解決をお手伝いします
～生活困窮者自立支援制度～

収入が不安定で生活費に困っている、仕事が見つ
からない、借金が多くて生活が苦しい、仕事を辞め
て家賃が払えない、将来のことが不安…、そんな生
活の悩みを解決するた
め、専門の支援員が一
緒に考えます。一人で悩
まず、問題が深刻化・
複雑化する前に、お早
めにご相談ください。

詳しくは あきたワンストップ移動相談

詳しくは
県防災学習館 ☎0184-73-3005

公益財団法人あきた企業活性化センター 
総合相談課 ☎018-860-5610

経営上の悩みはありませんか

あきた企業活性化センターでは、県内各地で経営
や創業に関する相談を受け付けています。経営支援
のプロフェッショナルが対応します。お気軽にご利用
ください。

県政広報のご案内

県からの

ⓒ2015秋田県んだッチ

ⓒ2015秋田県んだッチ

「声の広報（音声CD版）」
「点字広報」もあります

【全戸配布広報紙】
奇数月1日発行

【県公式ウェブサイト】

あきたびじょんNEXT 秋田県からの
お知らせ毎週月曜日／秋田朝日放送（ＡＡＢ）

毎週木曜日／秋田放送(ＡＢＳ)
　　　　　　秋田テレビ（ＡＫＴ）

【テレビ広報】
18：55～放送中！

【ラジオ広報】
7：50～放送中！

毎週金曜日／エフエム秋田

た県きあ
広報

2018.5月号／毎月第4土曜日掲載

企画・構成／秋田県 総務部 広報広聴課
 ☎ 018-860-1076  018-860-1072
　  joukai@pref.akita.lg.jp

お知らせお知らせ

秋田県あきた未来創造部
部長

湯元　巌

人口の社会減を半分に！

秋田県の人口減少対策について、あきた未来創
造部長がお答えします。
Q.人口の社会減とは、なんですか？
　秋田に転入する人よりも秋田から転出する人
が多いことを人口の社会減といいます。
　進学や就職により県外に出て、そのまま県外で
暮らし秋田へ戻って来ない方が多いのが秋田県
の現状です。
Q.県外で学びたい、働きたいという思いは止めら
れないのでは？
　まずは、県内で就職したいという方を少しでも
増やしていきたいと考えています。

　ただし、県外で学ぶことは、悪いことだとは思いません。一度県外に出た方
が秋田に戻り、得た知識を生かしてもらうための受け皿づくりこそが大事だと
考えています。
Q.社会減を減らすための具体的な施策を教えてください。
　高校生や大学生に向けた施策としては、県内就職情報のきめ細やかな提供
によるマッチングの強化や奨学金返還助成制度の活用を促します。また、県外
で暮らす方には、首都圏での移住相談をはじめ、移住イベントを通し、就業や居
住などの具体的な情報を提供することで、本県への移住・定住を促進します。
Q.秋田に定着してもらうためには、暮らしやすさも大切ですよね？
　そのとおりです。若い世代の方々は今後家庭を築くに当たって、自分のスキ
ルを生かした仕事をしていけるか、子育てと仕事の両立ができるか、といった
点が大切だと思います。
　また、人口減少により、交通が不便になったり、近くのお店が減るなど、暮ら
しに密着した地域課題も出始めています。
　働きやすい職場づくりや子育てしやすい環境づくりを進めるほか、人口減少
下でも元気に暮らせるよう、地域コミュニティーを強化するなど、社会全体で
「暮らしやすい秋田」を創出できるよう多方面から支援していきます。

秋田への移住・秋田での就職を全力サポート！

▶ 学生就活サポート・Ａターン就職相談窓口「Ａターンプラザ秋田」

▶ 移住・就職相談窓口「あきたで暮らそう！Ａターンサポートセンター」

移住・就職相談窓口を東京と秋田に設置しています。県外にお住まいのご家族や知人で、
秋田への移住や秋田での就職を考えている方に、次の窓口をお勧めください。

ところ：都道府県会館7階 県東京事務所内（東京メトロ永田町駅すぐ）
連絡先：　　0120-122-255（月～金）9:00～17:45

ところ：東京交通会館8階 ふるさと回帰支援センター内（JR有楽町駅前）
連絡先：☎080-9292-5195（火～日）10:00～18:00

▶ 移住相談窓口「秋田移住定住総合支援センター」

▶ Aターン就職登録・相談窓口「秋田県ふるさと定住機構」

ところ：秋田テルサ1階（秋田市御所野）
連絡先：☎018-893-3981（月～金）9:00～17:00

ところ：秋田テルサ3階（秋田市御所野）
連絡先：☎018-826-1731（月～金）9:00～17:00

県政特集県政特集 ▶秋田の未来につながる　ふるさと定着回帰

秋田県防災学習館

詳しくは
県次世代･女性活躍支援課 ☎018-860-1555

あきた女性活躍・両立支援

▶ 就活情報サイト
　「KocchAke!」（こっちゃけ）
新卒向けの就活情報サイトです。
県内企業情報や採用情報を掲載。県や市
町村の就職支援イベントや各種支援制度の
情報もご覧いただけます。

情報収集はこちらから

人口の社会減
（転入者数ー転出者数）

2015年

2021年

- 4,100人
- 2,050人 マイナス幅

の縮小

全力で移住をサポート??

6月1日

詳しくは こっちゃけ

▶ 移住ポータルサイト
　「“秋田暮らし”はじめの一歩」
移住総合情報サイトです。
移住関連イベントや支援制度などを掲載。
秋田暮らしのヒントが満載です！

詳しくは 秋田暮らし はじめの一歩 詳しくは 秋田　奨学金返還助成

▶ 秋田でご縁を！
　「秋田ＧＯ！ＥＮアプリ」
県が運営する就職応援アプリです。
秋田の就職情報を
入手できるほか、各
種優待サービスを
受けられます。

各種支援制度もご用意！

▶ 最大３年間で６０万円
　～奨学金返還助成制度～
平成２９年４月以降の県内就職者を対象とし
た奨学金返還助成制度です。
最大３年間で６０万円助成します。募集人数
に制限がなく、出身地は問いません。 ◆県政特集について詳しくは◆

県あきた未来創造部あきた未来戦略課
 ☎018-860-1232 　018-860-3870
     akitamiraisenryaku@pref.akita.lg.jp

東京

秋田

相談窓口
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※この方に負けないよう、
県も全力で移住希望者を
サポートします。

※この方に負けないよう、
県も全力で移住希望者を
サポートします。


